
 岩手河川国道事務所では、洪水時の内水を排除するための排水ポンプ車が7台配備されており、毎年出
水期を前に各排水ポンプ車の訓練を実施しています。一関出張所管内では、平成27年6月11日（木）に、一

関市内を流れる磐井川沿いの銅谷排水樋門において、施設完成後初めての訓練をおこないました。地域
の方々も見学に訪れる中、訓練はおこなわれ、洪水時、迅速に対応するための手順等を確認しました。 

◆◆編集後記◆◆今週の16日、紫波町付近で猛烈な雨が降ったことはご存じでしょうか。この猛烈な雨とは、雨
による大規模な災害が発生する恐れが強く、厳重な警戒が必要な雨のことなんです。皆さん注意して下さい。(Y) 

  雨の多くなる時期を前に、
一関出張所管内の樋門・樋管
の点検を、 岩手河川国道事
務所職員と操作を担当する水
門等水位観測員が合同で行
いました。 
 ゲート等の動作確認を行い
ながら、地域の特性などにつ
いての意見交換も行いました。 

 平成27年6月12日（金）に、平泉
中学校２年生の生徒62名が、
「 防災学習 」のために、北上川
学習交流館 あいぽーとを訪れ
ました。 
 講座では齋藤一関出張所長が
講師を務め、平泉・一関地区の
地形の特徴や過去の洪水災害
の歴史、治水対策について説明
しました。また自主避難の重要
性についても説明があり、生徒
らは、この講座を通して防災に
ついて学んでいました。 
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